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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LMH6628
デュアル広帯域、低ノイズ、電圧帰還型オペアンプ

概要
LMH6628は、ユニティ・ゲインの安定性およびスルーレート強化
回路内蔵を特長とし、従来の電圧帰還型トポロジを有する高速な
デュアル・オペアンプです。LMH6628は、ノイズ、高調波歪み
ともに低く、単一電源 (5V～ 12V)または両電源 (± 5V)で動作
する、ダイナミック・レンジが広いオペアンプです。

特性のよくそろった LMH6628 の各チャネルは、ユニティ・ゲイン
帯域幅が 300MHz で、入力換算ノイズ電圧は低くなっています
(2nV/√Hz)。LMH6628は、第２次 /第３次高調波が 10MHz
時にそれぞれ－ 65/－ 74dBcと歪みが小さく、特性のそろった
I/Qチャネルが得られる完璧な広ダイナミック・レンジ・アンプです。

セトリングが高速で正確であるため (セトリング・タイムが 12ns (0.1
％))、LMH6628は、高分解能の A/Dコンバータの入力をバッファ
する広ダイナミック・レンジのアンチ・エイリアシング・フィルタにも最
適です。LMH6628のよく特性がそろった 2つのアンプが単一の
8ピンSOICパッケージの中に組み込まれているので、アクティブ・
フィルタ、差動ライン・ドライバ /レシーバ、高速ピーク検出器、計
装用増幅器など、さまざまな複合増幅器アプリケーションでコスト
と基板面積を減らすことができます。

LMH6628は、ナショナル セミコンダクター社のVIP10™相補型バ
イポーラ・プロセスを使用して製造されています。

設計時間を短縮しボード・レイアウトを支援するために、LMH6628
は評価ボード (CLC70036)でサポートされています。

特長
■ 広ユニティ・ゲイン帯域幅 300MHz
■ 低ノイズ 2nV/√Hz
■ 低歪み第 2/3次高調波 － 65/－ 74dBc (10MHz)
■ セトリング・タイム 12ns (0.1％)
■ 広電源電圧範囲  ± 2.5V～± 6V
■ 高出力電流 ± 85mA
■ CLC428の上位互換製品

アプリケーション
■ 高速デュアル・オペアンプ
■ 低ノイズ積分器
■ 低ノイズ・アクティブ・フィルタ
■ 伝送系のドライバ /レシーバ
■ 高速検出器
■ I/Qチャネル増幅器

ピン配置図

8-Pin SOIC

Top View

反転入力周波数応答
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28 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 1)

電気的特性  (Note 2)

特記のない限り、VCC＝± 5V、AV＝＋ 2V/V、RF＝ 100Ω、RG＝ 100Ω、RL＝ 100Ω。太字のリミット値は全温度範囲に適用されます。

ESD耐性 (Note 4)
人体モデル 2kV
マシン・モデル 200V
電源電圧 13.5
短絡電流 (Note 3)
同相入力電圧 V＋ － V－

差動入力電圧 V＋ －V－

最大接合部温度 ＋ 150℃
保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃
リード温度 (ハンダ付け、10秒 ) ＋ 300℃

熱抵抗 (Note 5)
パッケージ (θJC) (θJA)

SOIC 65℃ /W 145℃ /W
温度範囲 － 40℃～＋ 85℃
電源電圧 ± 2.5V～± 6V
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電気的特性  (Note 2)(つづき)

特記のない限り、VCC＝± 5V、AV＝＋ 2V/V、RF＝ 100Ω、RG＝ 100Ω、RL＝ 100Ω。太字のリミット値は全温度範囲に適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、デバイスが破壊する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」とは、デバイスが機能する条件を示しますが、性能のリ
ミット値を保証するものではありません。仕様および試験条件の保証値に関して「電気的特性」を参照してください。

Note 2: 「電気的特性」の値は、記載温度における工場出荷試験条件にのみ適用されます。工場試験条件で生じる自己発熱は、TJ＝TAとなる程度にきわめ
てわずかです。「電気的特性」には、自己発熱によりTJ＞ TAとなる条件下で保証されるパラメータ性能値は記載されていません。デバイスの温度ディ
レーティングについてはNote 5を参照してください。「電気的特性」記載のMIN/MAX定格は、製品の特性評価とシミュレーションにもとづいています。
個々のパラメータは注記のとおり試験されたものです。

Note 3: 出力には短絡保護回路が内蔵されていますが、出力電流が 160mAを超えない場合、最高の信頼性が得られます。

Note 4: 人体モデルでは 1.5kΩと100pFが直列接続され、マシン・モデルでは 0Ωと200pFが直列接続されます。

Note 5: 最大許容消費電力 PDは、TJ (MAX)、θJA、TAの関数です。任意の周囲温度における最大許容消費電力は、PD＝ (TJ (MAX)－TA)/θJAで表されま
す。すべての数値は、プリント基板に直接ハンダ付けするパッケージに適用されます。

製品情報
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(特記のない限り、TA＝＋ 25°、AV＝＋ 2、VCC＝± 5V、Rf ＝ 100Ω、RL＝ 100Ω)

Non-Inverting Frequency Response Inverting Frequency Response

Frequency Response vs. Load Resistance Frequency Response vs. Output Amplitude

Frequency Response vs. Capacitive Load Gain Flatness & Linear Phase



5 www.national.com/JPN/

L
M

H
6628

代表的な性能特性 (つづき)

(特記のない限り、TA＝＋ 25°、AV＝＋ 2、VCC＝± 5V、Rf ＝ 100Ω、RL＝ 100Ω)

Channel Matching Channel to Channel Crosstalk

Pulse Response (VO＝ 2V) Pulse Response (VO＝ 100mV)

2nd Harmonic Distortion vs. Output Voltage 3rd Harmonic Distortion vs. Output Voltage
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28 代表的な性能特性 (つづき)

(特記のない限り、TA＝＋ 25°、AV＝＋ 2、VCC＝± 5V、Rf ＝ 100Ω、RL＝ 100Ω)

2nd & 3rd Harmonic Distortion vs. Frequency PSRR and CMRR (± 5V)

PSRR and CMRR (± 2.5V) Closed Loop Output Resistance (± 2.5V)

Closed Loop Output Resistance (± 5V) Open Loop Gain & Phase (± 2.5V)
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代表的な性能特性 (つづき)

(特記のない限り、TA＝＋ 25°、AV＝＋ 2、VCC＝± 5V、Rf ＝ 100Ω、RL＝ 100Ω)

Open Loop Gain & Phase (± 5V) Recommended RS vs. CL

DC Errors vs. Temperature Maximum VO vs. RL

2-Tone, 3rd Order Intermodulation Intercept Voltage & Current Noise vs. Frequency
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(特記のない限り、TA＝＋ 25°、AV＝＋ 2、VCC＝± 5V、Rf ＝ 100Ω、RL＝ 100Ω)

Settling Time vs. Accuracy

アプリケーション情報

低ノイズ設計

LMH6628を使用した回路設計で超低ノイズの性能を得るには外
付け抵抗が必要です。適正な低抵抗値の RFとRGを選択する
ことで、LMH6628 を使用した増幅器回路で達成できる出力ノイ
ズは、2nV/ に所定のゲイン (AV)を乗じた等価電圧入力ノ
イズにほぼ等しくなります。

DCバイアス電流とオフセット電圧

LMH6628では、入力バイアス電流による出力オフセット電圧の打
ち消しが可能です。これを行うには、反転入力と非反転入力か
ら見た抵抗を等しくします。これを実施した後の残留出力オフセッ
ト電圧は、入力オフセット電圧 (VOS)に所定のゲイン (AV)を乗じ
た値になります。「アプリケーション・ノートOA-7」には、出力オ
フセット電圧をさらに減らすための解決策がいくつか示されていま
す。

出力および電源の考慮事項

LMH6628は、± 5V 電源の場合、無負荷条件で± 3.8Vの出
力スイング (Typ)が可能です。電源電圧を少し上げれば、出力
スイングを大きくできます。負荷が 50Ω以下である場合、出力ス
イングは、LMH6628の出力電流能力 ( 代表値は 85mA)によっ
て制限されます。

容量性負荷をドライブするときの出力セトリング・タイムは、直列出
力抵抗を使用すると改善できます。「代表的な性能特性」の
“RS vs. CL”を参照してください。

レイアウト

良好な高周波性能と低ノイズを確保するには、適切な電源バイパ
スをとることが重要です。0.1μFのデカップリング・コンデンサを電
源ピンのできるだけ近くに配置します。直列インダクタンスの低い
表面実装型コンデンサの使用を推奨します。

適正な高周波レイアウトを行うには、電源トレースとグラウンド・ト
レースを反転入力ピンと出力ピンから離しておきます。これらのノー
ドの寄生容量 (対グラウンド )は、周波数応答にピークをつくった
り、回路発振を起こしたりする原因となります。

詳細については、「アプリケーション・ノートOA-15」を参照して
ください。高周波用レイアウトの基準として、またデバイスの試験
や特性測定の補助手段として、デュアル・オペアンプ評価ボード
(SOIC用が 730036)の利用を推奨します。

アナログ遅延回路 (全域通過回路網 )

Figure 1の回路は、LMH6628を使用した全域通過回路網です。
広帯域バッファ(LM7121)で回路をドライブし、信号源の入力イン
ピーダンスを高くしています。Figure 2に示すように、この回路に
よる遅延は 13.1ns (R＝ 40.2Ω、C＝ 47pF)です。RFとRGは、
寄生作用の影響を少なくするために値が低い同値にしなければ
なりません。

FIGURE 1.   

FIGURE 2.   Delay Circuit Response to 0.5V Pulse
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アプリケーション情報 (つづき)

この回路のゲインは＋ 1で、遅延時間は次の式で求めます。

(1)

(2)

TdはAV＝＋ 1でのオペアンプの遅延時間。

LMH6628の代表的遅延時間は、2.8ns (－ 3dB)です。

フル・デュプレクスのデジタルまたはアナログ伝送

1 本の同軸ケーブルまたはツイストペア線でアナログ信号またはデ
ジタル信号を同時に送受信できれば、ケーブルの本数を減らすこ
とができます。LMH6628 の広帯域幅と、差動増幅器構成の高
い同相除去特性を使えば、ビデオ信号や電話信号、制御信号、
オーディオ信号のフル・デュプレクス伝送が可能になります。

Figure 3に示す回路では、LMH6628のアンプの 1つを「ドライ
バ」として、もう1つを差動「レシーバ」増幅器として使用して
います。「ドライバ」の出力インピーダンスは、実質的にゼロです。
2 つの R は、伝送回線の特性インピーダンスを整合させるように
選択します。「ドライバ」オペアンプのゲインは、ユニティまたはそ
れ以上になるように選択できます。

レシーバ増幅器 A2 (B2) は、R を介して接続され、ドライバ A1
(B1)が送信する信号の差動増幅器となります。RFが RGに等し
い場合には、レシーバ A2 (B2) がドライバ A1 (B1)からの信号を
阻止し、ドライバ B1 (A1)からの信号を通過させます。

FIGURE 3.   

レシーバ増幅器の出力は、次のようになります。

(3)

高周波での同相除去特性を維持するには、レイアウトと外付け部
品の配置に注意が必要です。Figure 4 の特性図は、1MHz と
10MHzで伝送される信号を同時受信する場合を示しています。

FIGURE 4.   

正電圧ピーク検出器

LMH6628 のデュアル増幅器を使用すると、Figure 5 に示すよう
に、ユニティ・ゲインのピーク検出器を構成できます。

FIGURE 5.   

この回路のアクイジション速度は、Chold をチャージするときのダイ
オードの能動抵抗によって制限されます。Figure 6は、1MHz正
弦波入力の場合における回路の性能特性図です。

T
d

df
d =

1

360

φ
;
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FIGURE 6.   

Q1の回路で生成される電流源は第2増幅器に必要なバイアス電
流を供給し、電源が供給されたときに起きる飽和を阻止します。
抵抗 R は閉ループ抵抗であり、一方のダイオード D2 は VIN が
VC以下になって、負電圧で飽和するのを阻止します。MOS型
のスイッチ (図に示されていない )を使用してコンデンサの電圧を
リセットできます。

最大検出速度は、オペアンプとダイオードの遅延によって制限され
ます。ショットキ・ダイオードを使用すると応答が速くなります。  

調整可能イコライザまたはバンドパス・イコライザ

Figure 7に示すように、バンドパス応答と入力信号の和を取ること
により、LMH6628を使って「ブースト」イコライザを構成できます。

FIGURE 7.   

総伝達関数は、式 5のようになります。

(4)

ブースト回路を構成するには、式 6および式 7の設計式を使って
ください。

(5)

(6)

式 6を使って R2とCを選択します。高周波回路として妥当な値
を使用します。つまり、R2は 10Ω～ 15Ω、Cは 10pF～ 2000pF
にとります。式 7 を使って Raと Rb の並列抵抗値を求めます。
10Ω～ 5KΩ基準、または Vin がドライブ可能なインピーダンスに
基づく他の要件のいずれかによって、RaとRbを選択します。式
8からKの値を求めて設計を終了します。

(7)

Figure 8は、Figure 7の回路の周波数応答の例です。ただし、
foは 2.3MHz です。外付け部品の値は、Ra＝ 2.1KΩ、Rb＝
68.5Ω、R2＝ 4.22KΩ、R＝ 500Ω、KR＝ 50Ω、C＝ 120pFです。

FIGURE 8.   
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 単位はmillimeters

8-Pin SOIC
NS Package Number M08A
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